
 
 
 

GT-2000 制御装置 

 

 

取扱説明書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社源麹研究所 
 
 



手順①制御電源の投入 
制御盤上部の電源ランプが点灯していることを確認した後、制御盤正面にある（入/切）と

表示されているｽｲｯﾁを（入）にする。（PLC の電源が投入されます。） 
 

手順②ﾒｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟの運転 
 運転 - ﾒｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ起動用の緑色のﾎﾞﾀﾝを押すとﾒｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟが稼動します。 
 停止 - ﾒｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟ停止用の赤色のﾎﾞﾀﾝを押すとﾒｲﾝﾎﾟﾝﾌﾟが停止します。 
 
手順③運転方法の選択 
運転方法は、自動/手動の２種より選択可能となります。希望する運転方法を選択し 
ｾﾚｸﾄｽｲｯﾁを切替えることで各運転が可能となります。 
 

③-0 遠方/手元切替えの説明 
 遠方 - 付属ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸによる操作可。起動用ﾌｯﾄﾍﾟﾀﾞﾙ使用可。 
 手元 - 盤内部ｽｲｯﾁﾊﾟﾈﾙによる操作可。 
 
③-1 自動運転の説明 
自動運転とは、各種設定及び既定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにより、機械が動作するﾓｰﾄﾞです。 
ｾﾚｸﾄ SW を自動に切替え、起動ﾎﾞﾀﾝを押すことで自動運転を開始させる。 

 
規定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
自動起動ｵﾝ 
→①加圧工程（ﾒｲﾝｼﾘﾝﾀﾞ前進→投入ｱｲﾃﾑを設定圧力にて設定時間加圧（前進継続）） 
→②圧抜き工程（ﾒｲﾝｼﾘﾝﾀﾞ後退にて加圧室残物の圧抜きを行う。） 
→③加圧室出口扉ﾛｯｸ用爪開工程（扉ﾛｯｸを解除させるための動作） 
→④加圧室出口扉開工程（加圧室残物の払出しのための動作） 
→⑤払出工程（加圧室残物の払出の動作） 
→⑥原点復帰工程 1（ﾒｲﾝｼﾘﾝﾀﾞ後退（限界点（原点））にて停止 
→⑦原点復帰工程 2（加圧室出口扉閉の動作） 
→⑧原点復帰工程 3（加圧室出口扉ﾛｯｸ用爪閉の動作） 
 
※ 自動運転の起動条件について 

自動運転を起動させるためには、以下の条件が必要となります。 
① ﾒｲﾝ加圧ｼﾘﾝﾀﾞが後退端にあること。（ｱｲﾃﾑ投入口より、押し板の位置を確認。） 
② 扉が完全に閉じていること。（ｾﾝｻｰﾗﾝﾌﾟ確認） 
③ 扉ﾛｯｸ用爪が完全に閉じていること。（ｾﾝｻｰﾗﾝﾌﾟ確認） 



 
③-1-1 各種設定 
 盤内部 PLC のｱｸｾｽｳｲﾝﾄﾞｳにて設定を行う。投入するｱｲﾃﾑ別に加圧時間の変更及び、 
払出し後の状態保持時間の変更ができます。（操作方法については別紙参照） 

 
T１＝加圧時間 
T２＝払出後保持時間 
 

 
③-2 手動運転の説明 
  手動運転は、各ｼﾘﾝﾀﾞ個別の動作が必要な場合に使用する。 
  

※自動運転中の緊急停止について 
次の場合、機械が緊急停止します。 
緊急停止① 非常停止ﾎﾞﾀﾝによる停止 
緊急停止② ﾎﾟﾝﾌﾟ過負荷によるｻｰﾏﾙﾄﾘｯﾌﾟ時 

    
   緊急停止後の再運転について 
     緊急停止①の場合 

① 非常停止ﾎﾞﾀﾝをﾘｾｯﾄする。（ﾎﾞﾀﾝ自体を矢印方向に回転させる） 
② 操作位置 遠方/手元が遠方になっている場合は、手元に切替える。 
③ 運転方法は、手動を選択する。 
④ 原点復帰動作を行う。（各操作略） 
⑤ 操作位置 遠方/手元を選択し運転に移る。 

緊急停止②の場合 
 ﾎﾟﾝﾌﾟの損傷の可能性があるため、専門業者による機器の確認が必要。 
  

      
      
  
  
  
  

 
   


